
時
間
以
脚
本
三
条
西
公
条
講
未
来
記
雨
中
吟
聞
書

解

題1 

こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
に
蔵

さ
れ
る
未
来
記
及
び
雨
中
吟
の
古
註
釈
書
コ
一
一
条
西
公
条
講
未
来
記

雨
中
吟
聞
書
」
で
あ
る
。

本
書
は
称
名
院
三
条
西
公
条
の
註
説
を
聞
書
し
て
成
っ
た
も
の
で

あ
り
、
百
人
一
首
、
未
来
記
、
雨
中
吟
の
註
釈
が
一
書
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
百
人
一
首
都
分
に
関
し
て
は
、
既
に
赤
瀬
知

子
氏
が
「
百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊
」

2

(
和
泉
書
院
)
に
「
吋
削

H
V

百
人
一
首
聞
書
」
と
し
て
翻
刻
の
う
え
、
解
題
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
以
下
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、

解
題
し
と
翻
刻

中森住

村本藤

健晋明

史子

概
略
を
示
す
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

底
本
の
書
誌
は
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中

院
文
庫
所
蔵
。
請
求
記
号
羽
山
番
。
「
縦

m
-
O
岨
×

m
・3
皿
の

袋
綴
写
本
一
冊
で
あ
る
。
表
紙
は
渋
引
表
紙
で
、
本
文
科
紙
は
椿
紙
、

見
返
し
も
本
文
共
紙
」
(
赤
瀬
氏
解
題
)
。
外
題
は
剥
落
し
て
存
し

な
い
が
、
見
返
に
「

E
詠
高
大
概
荏
百
人
一
首
未
来
記
三
部

書
注
私
岡
剛
と
記
す
。
百
人
一
首
、
未
来
記
、
雨
中
吟
の
順
で

聞
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
百
人
一
首
聞
書
が
墨
付
三
十
五
丁
、

未
来
記
聞
書
が
同
十
丁
、
雨
中
吟
聞
書
が
同
五
丁
。
各
々
の
内
題
は

「
百
人
一
首
聞
書
」
「
未
来
記
聞
豊
富
面
乏
」
「
雨
中
吟
」
。
「
書

写
年
代
は
江
戸
時
代
極
初
期
か
と
恩
わ
れ
る
」
(
同
前
)
。
な
お
全

丁
の
画
像
が
京
都
大
学
電
子
図
書
館
の
サ
イ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い

る
宮
暑
量
号

E
E
S
O宮
町
戸

R』
H
K
脅
E
E寄
邑
由
FE己。
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識
語
は
翻
刻
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
赤
瀬
氏
は
次

の
よ
う
に
記
す
。

三
条
酉
公
条
(
称
名
院
)
の
注
説
を
聞
き
と
め
、
そ
こ
に
三
条

西
実
枝
の
注
説
を
頭
注
や
付
筆
の
形
で
書
き
加
え
た
も
の
と
み

ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
成
立
は
永
禄
三
年
(
一
五
六

O
)
弘
前
と

考
え
ら
れ
る
。
識
語
を
記
し
た
詑
梗
は
、
大
徳
寺
第
百
五
十
九

代
の
賢
谷
宗
良
{
一
五
六
一
ー
一
六
二
一
)
と
恩
わ
れ
る
。
土

佐
の
出
身
で
俗
姓
は
吉
良
氏
、
同
世
代
に
吉
良
峰
城
主
の
吉
良

宣
経
(
生
没
年
未
詳
)
が
い
る
が
、
関
係
は
未
詳
。
玉
甫
紹
球

(
一
玉
四
六
一
六
二
三
)
の
法
を
嗣
ぐ
。
勅
詮
本
覚
広
済
禅

師
を
賜
わ
る
。

い
く
つ
か
補
足
を
加
え
る
と
、
百
人
一
首
部
分
と
は
異
り
、
未
来
記
、

雨
中
吟
の
聞
書
に
お
い
て
は
、
付
賓
が
一
枚
も
な
く
、
頭
註
も
引
用

歌
の
出
典
を
註
す
る
な
ど
単
純
な
も
の
が
多
い
。
氏
の
説
く
と
こ
ろ

に
就
く
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
二
書
に
お
い
て
は
公
条
の
註
説
が
中
心
と

な
り
、
実
枝
の
そ
れ
は
補
足
的
な
部
分
を
出
で
ざ
る
も
の
の
ご
と
く

で
あ
る
。
賢
谷
宗
良
は
足
利
街
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
第
三
編
第
六

章
第
二
節
{
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
)
及
び
『
国
書
人
名
辞
典
』
(
岩

波
書
庖
)
の
該
項
に
そ
の
伝
が
あ
る
。
な
お
解
題
中
挙
げ
る
と
こ
ろ

の
吉
良
宣
経
は
南
村
梅
軒
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る

が
、
賢
谷
と
は
世
代
が
異
る
。
宣
経
の
子
が
宣
直
。
宣
直
の
代
に
至

っ
て
吉
良
氏
は
ひ
と
た
び
滅
び
、
後
に
長
曾
我
部
元
親
が
み
ず
か
ら

の
弟
親
貞
を
し
て
そ
の
家
名
を
継
が
し
め
た
。
右
二
書
に
よ
れ
ば
賢

谷
は
親
貞
の
子
蓮
池
親
実
の
異
父
兄
と
あ
る
。

伝
本
と
し
て
底
本
の
ほ
か
に
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
所
蔵
本
(
国
文
学
四
1
)
が
あ
り
、
百
人
一
首
聞
書
の
内
容
か

ら
、
赤
源
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
後
者
(
引
用
者
註
。
文
学
部
本
)

は
、
前
者
(
向
。
中
院
文
庫
本
)
の
付
費
部
分
を
本
文
に
取
り
込
ん

だ
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
前
者
あ
る
い
は

そ
の
転
写
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
お

ら
れ
る
。

2

未
来
記
、
雨
中
吟
部
分
に
お
け
る
文
学
部
本
の
態
度
は
、
中
院
文

庫
本
に
見
え
る
頭
註
、
傍
註
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
筆
写
し
、
註

文
に
疑
義
が
あ
る
場
合
に
も
私
意
に
改
め
ず
、
欠
宇
に
し
て
お
く
(
未

来
記
三
四
番
)
な
ど
、
総
体
と
し
て
祖
本
尊
重
の
態
度
が
つ
よ
い
。

そ
の
性
格
は
、
右
解
題
に
お
け
る
指
摘
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
た
だ
し
中
院
文
庫
本
に
は
、
「
及
第
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
九

題
」
、
「
宗
尊
親
王
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
崇
尊
親
王
」
と
す

る
な
ど
、
意
味
の
通
じ
な
い
漢
字
の
宛
て
か
た
が
散
見
さ
れ
、
文
学

部
本
で
は
こ
う
し
た
文
字
遣
が
正
し
い
、
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
中
院
文
庫
本
に
お
い
て
朱
で
記
さ
れ
た
句
読
点
、
濁
点
、
合
点

等
の
記
号
は
す
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
両
書
の
校
異
を
翻
刻
に
付
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し
て
あ
る
の
で
、
く
わ
し
く
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2 

未
来
記
聞
書
の
冒
頭
に
「
聞
書
井
祇
注
了
簡
之
」
と
記
さ
れ

る
よ
う
に
、
本
書
の
註
説
に
は
宗
祇
の
影
響
が
大
き
い
。
「
祇
注
」

す
な
わ
ち
遠
情
抄
(
一
名
未
来
記
雨
中
吟
聞
書
)
の
こ
と
で
、
東
常

縁
の
講
釈
を
宗
祇
が
聞
書
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
が
三
条
西

家
に
伝
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
隆
公
記
中
明
応
元
年
十
二
月
条

七
日
目
晴
、
今
日
宗
祇
法
師
定
家
卿
未
来
記
五
十
首
、
雨
中
吟

十
七
首
等
読
之
、
上
原
豊
前
守
、
四
宮
、
斎
藤
々
兵
衛
等
来
聴
、

(
下
略
)

十
九
日
開
晴
、
{
中
略
)
未
来
記
聞
書
銘
日
ド
科
技
可
染
筆
之
由

宗
祇
法
師
所
望
、
伯
書
遺
了
、

と
あ
り
、
遠
情
抄
伝
本
の
う
ち
に
は

右
宗
祇
法
師
聞
書
也
。
東
常
縁
一
説
之
処
、
称
神
妙
之
由
、
号

遠
情
抄
、
白
書
銘
与
之
言
。
此
本
則
所
押
彼
銘
也
。
先
開
講
談

之
後
、
予
柳
雌
有
抄
出
之
事
、
重
而
借
請
此
本
今
書
写
者
也
。

明
応
四
年
三
月
十
八
日
在
判

箭
轟
御
益
金
一
五

以
誼
盗
院
自
筆
之
本
写
者
也
。

和

仁

文
禄
四
年
二
月
廿
目
白
神
武
百
数
代
末
孫
|
1
2才

と
い
う
奥
書
を
持
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
徴
し
て
も
、
ほ
ぽ
疑
問

の
余
地
は
あ
る
ま
い
。
2

3

本
書
の
註
説
は
概
ね
遠
情
抄
所
伝
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
、
も
し
く

は
短
く
ま
と
め
な
お
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
か
に
は
註
文
が

遠
情
抄
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。
未
来
記
四
番
歌
に
対
す

る
両
書
の
し
ら
雪
あ
を
き
、
先
以
外
の
つ

t
き
也
。
を
み
の
衣
を
き
た
る

御
か
り
ば
と
い
へ
る
、
此
小
忌
の
衣
は
、
き
る
事
お
り
/
¥
に

か
は
る
事
侍
る
に
や
。
い
づ
れ
も
神
祇
た
る
べ
し
。
か
り
ば
に

を
み
の
衣
き
た
る
こ
と
、
き
か
ず
。
た
と
へ
ば
を
み
の
衣
と
は
、

地
の
し
ろ
き
に
青
ず
り
を
し
た
る
物
也
。
若
草
の
雪
に
も
え
出

た
る
を
、
小
忌
衣
に
〉
せ
た
る
、
さ
ら
に
つ
き
な
く
や
。
一
向

膏
の
す
が
た
に
あ
ら
ず
。
尤
心
可
樟
鉢
也
。
青
と
い
ふ
調
、
文

よ

ろ

し

か

ら

ず

:

=

】

(

遠

情

抄

)

白
雪
の
あ
を
き
。
先
以
外
の
つ
〉
き
也
。
を
み
の
衣
を
き
た
る

御
狩
場
と
い
へ
る
。
此
小
思
の
衣
は
。
着
す
る
事
折
々
か
は
る

事
也
。
い
づ
れ
も
神
祇
也
。
か
り
ば
に
小
忌
の
衣
き
た
る
こ
と

聞
ず
。
た
と
へ
ば
小
忌
の
衣
と
は
。
地
の
白
き
に
。
育
ず
り
を

し
た
る
物
也
。
若
草
の
雪
=
萌
出
る
を
。
小
忌
の
衣
に
似
せ
た

る
。
更
に
つ
き
な
き
事
也
。
一
向
に
専
の
す
が
た
に
あ
ら
ず
。

尤
心
は
£
か
る
べ
き
鉢
也
。
あ
を
き
と
い
ふ
詞
。
文
よ
ろ
し
か

ら

ず

闘

え

た

る

也

。

(

下

略

)

(

公

条

聞

書

)
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と
い
っ
た
記
述
は
、
祇
註
を
忠
実
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
公
条
の
態

度
を
よ
く
一
軍
す
も
の
で
あ
る
う
。

公
条
聞
書
と
遠
情
抄
の
相
違
に
つ
い
て
、
特
に
目
に
つ
い
た
も
の

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
。
未
来
記
二
六
番
{
家
隆
歌
)
、
三
三
番
(
西
行
歌
)
、
三
六

番
(
和
漢
朗
詠
集
所
引
白
賦
)
、
四
五
番
(
家
隆
歌
)
、
四
六
番
(
好

忠
歌
)
、
四
七
番
(
家
隆
歌
)
、
四
八
番
(
定
家
歌
)
の
よ
う
に
、

遠
情
抄
で
一
部
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
和
歌
詩
文
を
、
全
文

に
改
め
た
り
、
あ
る
い
は
作
者
名
を
追
補
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
一
方
で
、
遠
情
抄
に
な
い
本
歌
や
典
拠
を
指
摘
し
た
も
の
は
未
来

記
三

O
番
{
後
鳥
羽
院
歌
)
、
雨
中
吟
一
七
番
(
家
隆
歌
、
後
鳥
羽

院
歌
)
の
二
例
に
と
ど
ま
る
。

二
。
本
書
が
独
自
に
加
註
を
行
っ
た
部
分
は
、
そ
の
性
格
か
ら
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
。
未
来
記
二
番
(
「
く
せ
た

る
調
也
。
替
る
み
ち
も
な
う
て
。
読
出
る
是
也
」
)
、
六
番
(
「
言
語

道
断
の
あ
し
き
す
が
た
な
り
」
)
、
一
一
番
(
「
き
〉
に
く
き
な
り
」
)
、

一
七
番
(
「
き
与
に
く
し
」
)
、
一
一
三
番
(
「
能
々
工
夫
す
ベ
し
」
)
、

三
人
番
(
「
よ
く
/
¥
分
別
を
く
は
へ
て
吟
味
す
べ
き
事
な
り
」
)
、

雨
中
吟
二
番
(
「
是
も
愁
の
鉢
也
」
)
、
七
番
(
「
能
々
吟
味
す
へ
し
」
)

の
ご
と
く
、
感
相
的
な
も
の
、
詞
の
し
ら
ベ
や
歌
の
す
が
た
と
い
っ

た
感
覚
的
な
部
分
か
ら
批
判
を
加
え
た
も
の
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に

「
寄
は
風
鉢
の
あ
し
き
を
嫌
こ
と
」
(
雨
中
吟
聞
書
序
)
と
い
う
立

場
か
ら
の
加
註
で
あ
っ
て
、
態
度
と
し
て
は
遠
情
抄
の
そ
れ
を
踏
襲

し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
二
。
未
来
記
八
番
(
天
樟
空
行
花
の
し
ら
雲
。
悪
き
調
也
」
)
、

一
二
番
(
「
夜
の
ほ
ど
〉
云
こ
と
葉
。
以
外
云
々
あ
し
き
な
り
」
)
、

二
七
番
(
「
露
の
よ
す
が
悪
也
」
)
、
雨
中
吟
五
番
(
「
う
か
ぶ
と
か

こ
つ
雲
に
て
こ
そ
あ
る
ら
う
也
)
、
一

O
番
(
「
な
ら
の
木
の
葉
。

木
の
宇
不
ν
入
事
を
入
た
る
。
お
も
し
ろ
が
ら
せ
ん
と
の
心
か
」
)
の

よ
う
に
、
祇
註
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
表
現
に
つ
い
て

批
判
を
加
え
た
例
。
こ
れ
ら
は
遠
情
抄
の
欠
を
補
い
な
が
ら
公
条
個

人
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
未
来

記
、
雨
中
吟
を
悪
歌
の
見
本
と
す
る
立
場
か
ら
の
ご
く
単
純
な
批
判

で
あ
り
、
本
書
独
自
の
註
説
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
。

そ
の
三
。
公
条
独
自
の
説
と
し
て
は
、
以
下
町
五
例
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
(
順
に
未
来
記
四
番
、
一
五
番
、
一
九
番
、
雨
中
吟
二

番
、
一
二
番
の
註
)
。

ω是
も
詠
膏
大
概
に
人
未
求
詠
ト
云
所
を
。
い
か
に
も
新
し
く

し
な
さ
ん
と
て
。
あ
し
く
案
ズ
レ
ハ
如
ν
此
な
る
な
り
ま
。

ω水
海
に
大
和
田
一
か
う
不
=
似
合
一
湊
ノ
や
う
な
る
所
に
あ
る

也
。
水
ノ
め
ぐ
る
や
う
な
る
所
也
。

ω日
本
記
に
と
よ
み
ど
よ
む
と
在
レ
之
下
の
を
ば
濁
て
読
也
。

せ
み
の
ど
よ
む
。
一
か
う
不
ν
似
合
こ
と
葉
な
り
。

ω此
歌
を
風
雅
集
に
被
ν
入
た
る
也
。
二
条
家
な
ど
に
は
。
風
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雅
玉
葉
な
ど
は
。
手
に
も
取
ま
じ
き
事
と
也
。
未
来
記
の
中

の
歌
を
入
ら
る
〉
事
以
外
也
。

ω色
暮
て
当
時
は
や
る
調
也
。
悪
調
也
秋
の
松
風
春
の
松
風
な

E
悪
也
。

未
来
記
、
雨
中
吟
の
古
註
釈
の
う
ち
、
本
聞
書
以
降
の
主
要
な
も
の

と
し
て
は
未
来
記
雨
中
時
御
抄
(
後
陽
成
天
皇
)
と
未
来
記
雨
中
吟

聞
書
(
中
院
通
茂
)
の
二
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。
右
に
引
用
し
た
五
つ

の
註
説
は
い
ず
れ
も
後
陽
成
天
皇
御
抄
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
て

通
茂
聞
書
で
は
、

ωωω
に
つ
い
て

制
抄
に
湖
水
に
お
ほ
わ
だ
一
向
似
あ
は
ず
。
湊
の
や
う
な
る
所

に
あ
る
也
。
水
の
め
ぐ
る
や
う
な
る
処
な
り
と
有
。

ωそ
よ
く
れ
ぬ
な
ら
の
こ
の
は
の
耳
、
峯
の
雲
麓
の
霧
に
色
く

れ
て
の
耳
、
両
首
と
も
に
玉
葉
に
入
た
り
。
す
べ
て
玉
葉
風

雅
の
寄
の
か
〉
り
、
お
ほ
く
は
調
づ
か
ひ
な
ど
も
、
未
来
記

南
中
時
に
似
た
る
事
お
ほ
し
。
何
と
し
て
か
や
う
に
入
ら
れ

し
事
や
ら
ん
。
甚
不
審
の
事
也
。
(
中
略
)
(
引
用
者
註
。

為
兼
ら
京
極
派
の
歌
人
た
ち
は
)
制
の
詞
に
も
か
与
は
ら
ず
、

思
ふ
ま
与
に
よ
み
て
、
随
分
専
上
に
か
ま
へ
し
か
ど
も
、
わ

づ
か
に
此
未
来
記
の
堺
ま
で
入
た
っ
た
り
と
見
え
た
り
。
此

寄
ど
も
を
至
極
面
白
お
も
ひ
て
、
集
に
も
入
ら
れ
た
る
な
る

べ
し
。

ω色
く
れ
て
の
詞
、

き
〉
よ
か
ら
ず
。
秋
の
松
風
も
、

松
の
秋

風
と
い
へ
る
は
つ
ね
の
事
也
。

と
記
し
て
お
り
、
公
条
説
の
一
部
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
本
書
は
原
則
と
し
て
祇
註
を
忠
実
に
受
け

つ
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
補
足
す
る
か
た
ち
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
独
自
の
註
説
は
か
な
ら
ず
し
も
多
く
含
ま
れ
な
い
。
当
然
、

後
代
の
註
釈
書
は
公
条
聞
書
よ
り
も
そ
の
原
典
た
る
遠
情
抄
に
就
く

こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
影
響
力
の
面
で
は
祇
註
に
一
簿
を
輸
す
。
し

か
し
、
江
戸
期
に
入
り
、
諸
説
を
比
較
し
な
が
ら
註
釈
を
加
え
て
ゆ

く
か
た
ち
の
通
茂
聞
書
が
整
揚
す
る
と
、

ωωω
の
ご
と
き
公
条
独

自
の
説
に
も
光
が
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
|
|
、
と
結
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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3 

最
後
に
、
聞
書
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
序
註
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。本
書
に
お
け
る
序
註
の
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
未
来
記

の
そ
れ
は
、
遠
情
抄
の
説
に
公
条
独
自
の
知
見
を
加
え
て
ひ
と
つ
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
全
体
の
冒
頭
に
「
聞
書
」
と
小
書
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
雨
中
吟
に
お
い
て
は
、
内
題
の
下
に
「
此
序
ハ
注
本
ニ
ア
リ
」

と
い
う
但
書
が
あ
り
、
ま
ず
遠
情
抄
序
註
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し

た
後
、
「
聞
書
」
と
し
て
付
記
す
る
か
た
ち
で
公
条
独
自
の
説
が
記



さ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
と
も
に
未
来
記
、
雨
中
吟
の
解
題
や
総
説

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
条
聞
書
に
特
徴
的
な
部
分
を
左
に
抜

粋
し
て
み
る
。

E
前
に
詠
歌
大
概
に
書
昧
の
覚
悟
に
随
て
ト
在
ν
之
。
こ
れ
か
古

今
E
説
Z
也
。
古
今
相
交
テ
在
ν
之。

E
鉢
J
E
事
也
。
知
ν
此
は

云
て
。
未
来
記
と
て
か
や
う
に
分
別
し
て
三
世
を
か
y
見
〉
た

る
也
。
例
制
副
司
削
斗
倒
創
州
刈
剖
叫
刻
割
削
制
州
制
剖
削
叫
l

創
剰
刺
削
利
剛
州
制
引
制
州
刈
刻
則
紺
剖
叫
l
(
未
来
記
聞
書
)

返
々
膏
は
風
鉢
の
あ
し
き
を
嫌
こ
と
也
。
か
ず
を
十
七
首
に
さ

問
削
引
制
叶
割
削
叶
対
到
州
側
剰
剖
創
州
剖
剖
剖
倒
凶
矧
叫
l

E
雨
中
吟
は
未
来
記
の
中
に
て
は
。
風
鉢
を
い
ふ
事
也
(
中

略
)
《
紫
哲
親
主
の
御
歌
も
風
鉢
悪
し
く
可
ν
成
と
為
家
卿
被
レ

申
た
れ
ば
。
如
ν
案
其
分
に
成
タ
ル
ト
也
。
た
y
い
か
に
も

風
鉢
を
能
々
可
ν
恩
事
也

7

0

(

雨
中
吟
聞
書
)

詠
歌
大
概
に
一
軍
さ
れ
た
歌
風
が
古
今
変
ら
ぬ
「
E
鉢
」
で
あ
る
と
す

る
書
出
し
、
九
世
知
苧
親
王
の
御
歌
も
風
鉢
悪
し
く
可
ν
成
」
と
す
る
為

家
の
発
言
、
い
ず
れ
も
未
来
記
、
雨
中
吟
の
古
註
釈
に
お
い
て
類
例

を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
わ
れ
わ
れ
の
目
を

引
く
の
は
傍
線
を
施
し
た
部
分
で
あ
ろ
う
。

定
家
が
末
世
の
歌
風
を
予
見
し
て
未
来
記
を
記
し
た
と
す
る
説
そ

の
も
の
は
、
古
註
釈
の
な
か
に
か
な
り
ひ
ろ
く
見
ら
れ
、
さ
し
て
奇

と
す
る
に
は
足
り
な
い
。
し
か
し
「
二
一
世
を
か
ば
み
与
る
」
と
ま
で

讃
え
、
暗
に
「
仏
」
と
比
肩
す
る
か
の
ご
と
き
存
在
と
し
て
撰
者
定

家
を
描
く
本
書
の
態
度
は
、
や
は
り
異
様
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
雨
中
吟
の
歌
数
が
十
七
条
憲
法
を
か
た
ど
っ

て
い
る
と
い
う
説
は
、
す
で
に
遠
情
抄
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
と
て
も
、
右
の
ご
と
き
未
来
記
聞
書
の
態
度
と
照
し
あ

わ
せ
る
と
き
、
そ
こ
に
本
書
独
特
の
性
格
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が

う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
言
え
は
し
ま
い
か
。

「
未
来
記
」
と
い
う
題
名
を
持
つ
書
物
は
、
定
家
撰
と
伝
え
ら
れ

る
歌
書
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
。
有
名
な
も
の
で
は
中
世
期
に
聖

徳
太
子
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
書
物
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
過
去
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
来
る
べ
き
未
来
、

特
に
世
界
の
終
末
と
も
い
う
べ
き
末
世
の
様
相
を
描
く
予
言
書
の
一

種
で
あ
る
。
一
群
の
所
調
聖
徳
太
子
未
来
記
が
聖
徳
太
子
に
、
野
馬

台
詩
が
梁
の
宝
志
法
師
に
仮
託
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
中
世
未

来
記
は
、
超
越
的
な
人
物
が
常
人
に
は
思
い
も
お
よ
ば
な
い
霊
力
に

よ
っ
て
世
界
の
終
末
を
幻
視
し
、
そ
れ
を
予
言
す
る
と
い
う
枠
組
み

の
な
か
で
偽
作
さ
れ
、
享
受
さ
れ
た
。

コ
一
一
世
を
か
ば
み
与
る
」
仏
の
ご
と
き
存
在
と
し
て
の
撰
者
定
家
。

あ
る
い
は
「
太
子
の
御
憲
法
を
か
た
と
る
」
と
註
せ
ら
れ
た
雨
中
吟
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
未
来
記
、
雨
中
吟
な
る
も
の
が
、
歌
書
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
中
世
未
来
記
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
公
条
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
む
ろ
ん
そ
う
し
た
本
書
の
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態
度
が
直
接
註
説
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
公
条
聞
書
は
遠
情
抄

に
説
く
と
こ
ろ
を
忠
実
に
受
け
つ
い
だ
書
物
で
あ
る
。
だ
が
、
遠
情

抄
と
公
条
聞
書
と
の
違
い
を
あ
え
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
こ

の
二
書
の
あ
い
だ
に
は
、
未
来
記
、
雨
中
吟
そ
の
も
の
の
と
ら
え
か

た
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
の
差
が
あ
っ
た
と
言
え
は
し
ま
い
か
。
遠

情
抄
に
し
て
も
、
未
来
記
、
雨
中
吟
を
歌
書
に
し
て
未
来
記
の
一
種

と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
稿
者
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
そ
れ
は
、
公
条
聞
書
の
態
度
に
比
ベ
て
、
よ
り
歌
書
と
し
て

の
性
格
に
重
心
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
の
、
ど
こ
ろ
未
来
記
、
雨
中
吟
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
ご
く

少
な
く
、
古
註
釈
の
紹
介
、
翻
刻
も
一
二
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。

和
歌
研
究
に
お
け
る
未
開
拓
の
分
野
と
い
う
べ
く
、
今
後
の
発
展
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
際
に
こ
れ
ら
を
単
に
歌
書
と
し
て
と

ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
中
世
未
来
記
の
一
種
と
し
て
よ
り
ひ
ろ
い
視

野
か
ら
の
考
究
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
で
、
あ
る
い
は
本
書
に
も
新
た

な
価
値
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

〈註〉
(
一
}
以
上
の
伝
本
の
ほ
か
、
『
弘
瓦
荘
待
買
古
書
目
』
第
十
三
号
に
「
百

人
一
首
称
名
院
聞
書
」
一
冊
〔
足
利
末
期
古
写
本
}
を
掲
げ
る
こ
と

は
、
す
で
に
赤
瀬
氏
が
解
題
の
註
に
お
い
て
触
れ
て
お
ら
れ
る
。

{
二
)
檀
述
す
る
後
暢
成
天
皇
御
抄
に
は
「
貰
銅
は
銅
恒
が
時
代
の
歌
か
と

お
も
へ
ぽ
、
貫
之
の
自
分
の
歌
な
り
と
云
心
也
。
此
口
伝
、
誼
遁
院

講
談
を
称
名
院
聞
書
に
あ
り
。
一
一
一
条
西
家
へ
は
三
部
抄
の
切
紙
を
宗

祇
相
伝
せ
ざ
る
と
見
え
た
り
。
当
流
三
部
抄
の
切
紙
、
宗
祇
よ
り
明

鏡
也
」
と
あ
る
。
公
条
聞
書
の
説
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
内
容
は
中
院

文
庫
本
及
び
文
学
部
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
や
や

疑
問
が
残
る
(
右
の
作
者
名
に
関
す
る
註
説
は
通
茂
聞
書
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
遠
情
抄
に
は
見
え
な
い
)
。
ま
た
、
切
紙
云
々
の
記

述
も
目
を
引
く
。

(
二
一
)
以
下
車
稿
に
お
け
る
遠
情
抄
及
び
中
院
通
茂
講
未
来
記
雨
中
吟
聞
書

か
ら
の
引
用
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
本
(
請
求
記

号
羽
山
及
び
羽
阻
)
に
拠
る
。
た
だ
し
漢
宇
の
宇
体
を
現
在
通
行
の

も
の
に
改
め
、
濁
点
、
句
読
点
在
補
っ
た
。
ま
た
傍
書
、
見
消
ち
等

は
こ
れ
を
略
す
。
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[
付
記
]
本
稿
は
佐
藤
明
子
、
森
本
晋
、
中
村
健
史
の
三
宅
に
よ
る
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
が
、
解
題
に
つ
い
て
は
代
表
し
て
中
村
部
記
し
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
責
は
中
村
一
人
の
負
う
と
こ
ろ
で
あ
る
.

(
さ
と
う
あ
き
こ
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
も
り
も
と
し
ん
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
な
か
む
ら
た
け
し
・
本
学
文
学
研
究
科
博
士
桂
期
課
程
}



翻
刻
凡
例

一
、
読
者
の
便
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
処
理
を
施
し
た
。

a.
被
註
歌
の
冒
頭
に
、
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
歌
番
号
を
算
用

数
字
で
付
し
た
。

b
.
適
宜
一
行
空
白
を
置
い
た
。

二
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
、
送
仮
名
、
添
仮
名
、
仮
名
遣
、

清
濁
の
別
、
傍
割
、
傍
書
、
小
書
、
空
白
、
宇
下
げ
等
の
書
式
は

底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

三
、
字
体
は
以
下
の
基
準
に
従
っ
て
翻
刻
し
た
。

a.
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
事
在
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
た

だ
し
「
歌
」
「
寄
」
な
ど
一
部
の
異
体
宇
は
底
本
の
ま
ま
翻
刻

し
て
あ
る
。

b
.
片
仮
名
の
異
体
字
は
、
す
べ
て
現
在
通
行
の
字
体
に
置
き
か

え
た
。

C
E

踊
字
は
、
平
仮
名
の
場
合
に
は
「
〉
」
、
片
仮
名
の
場
合
に

は
「
、
」
、
漢
字
の
場
合
に
は
「
々
」
、
二
字
以
上
の
場
合
に

は
「
/
¥
」
に
統
一
し
た
。

園
、
底
本
に
お
け
る
各
種
の
記
号
は
以
下
の
よ
う
に
処
理
し
た
。

¥
 

a
E
(長
点
〕
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
。

b

(
返
点
〕
底
本
の
ま
ま
。

C
E
(
傍
穣
〕
省
略
す
る
。

d
.
(
濁
点
)
戸
」
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
。
た
だ
し
漢
字
に
施

さ
れ
た
濁
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
翻
刻
せ
ず
、
【
校
異
】
の
な

か
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。

e
E
(句
読
点
)
底
本
に
お
け
る
句
読
の
切
り
か
た
に
し
た
が
っ

て
「
。
」
を
付
し
た
。

f
E
そ
の
ほ
か
の
記
号
は
【
校
異
】
の
な
か
で
説
明
し
た
。

玉
、
底
本
に
お
い
て
朱
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
四
に
掲
げ
た
記

号
及
び
一
部
の
傍
訓
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
朱
墨
の
別
は
以

下
の
よ
う
に
示
し
た
。

a
E
(
記
且
苛
)
墨
で
記
さ
れ
た
も
の
の
み
を
【
校
異
】
の
な
か
で

指
摘
し
た
。

b
E
(
傍
訓
)
墨
書
は
明
朝
体
、
朱
書
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
あ
ら
わ

し
た
。

六
、
翻
刻
の
際
、
私
意
に
施
し
た
記
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

a

補
入
さ
れ
た
文
字
は
(
)
に
囲
っ
て
示
す
。

b
E
見
消
ち
は
「
何
某
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
あ
ら
わ
す
。

C

虫
喰
、
二
重
書
き
等
を
推
測
し
て
読
ん
だ
文
字
は
、
門

U
に

囲
っ
て
示
す
。

d

欠
字
は
岡
岡
凶
と
し
て
あ
ら
わ
す
。

七
、
底
本
に
記
さ
れ
て
い
る
註
は
、
【
傍
註
】
【
頭
註
】
の
部
分
に

翻
刻
し
た
。
た
だ
し
傍
註
に
つ
い
て
は
、
被
註
筒
所
を
「
*
」
で

示
し
て
い
る
。
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八
、
底
本
の
あ
き
ら
か
な
誤
り
と
思
し
い
箇
所
に
は
「
(
マ
マ
)
」

の
傍
書
を
描
し
た
。
た
だ
し
対
校
本
に
お
い
て
し
か
る
べ
く
改
め

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

九
、
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
を
対
校
本
と
し
、
底
本

と
の
異
同
を
【
校
異
】
の
部
分
に
註
記
し
た
。

a.
対
校
本
を
「
文
閲
」
と
略
称
す
る
。

b
.
註
記
の
冒
頭
に
一
軍
さ
れ
た
丸
数
字
は
、
そ
の
異
同
が
存
在
す

る
行
数
を
指
す
{
序
註
で
は
書
名
の
あ
る
行
を
、
歌
註
で
は
被

註
歌
が
引
か
れ
る
行
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
と
す
る
)
。

c.
未
来
記
及
び
雨
中
時
の
本
文
に
つ
い
て
は
新
輝
国
歌
大
観

(
「
大
観
」
と
略
称
)
と
の
校
異
を
も
示
す
。

十
、
【
校
異
】
に
お
け
る
異
聞
の
註
記
は
以
下
の
基
準
に
従
う
。

a.
以
下
に
掲
げ
る
も
の
は
、
特
別
な
例
を
除
き
註
記
し
な
い
。

①
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
。
②
字
体
の
違
い
。
③
仮
名

遣
の
相
違
{
ン
と
ム
の
別
を
含
む
)
に
よ
る
表
記
の
相
違
。
④

踊
宇
が
通
常
の
仮
名
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
る
例
。
⑤
小
宇
が

本
文
と
同
じ
大
き
さ
に
改
め
ら
れ
て
い
る
例
。
た
だ
し
八
の
但

書
き
に
該
当
す
る
も
の
は
右
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

b
.
底
本
に
見
消
ち
で
示
さ
れ
て
い
る
文
字
が
対
校
本
に
お
い
て

省
略
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
は
註
記
し
な
い
。
た
だ
し
、
底

本
で
補
入
さ
れ
て
い
る
文
字
が
対
校
本
に
お
い
て
本
文
に
取
込

ま
れ
て
い
る
例
は
、
こ
れ
を
す
べ
て
掲
げ
る
。

c

底
本
に
一
市
さ
れ
て
い
る
記
号
(
四
に
掲
げ
た
も
の
)
及
び
傍

書
さ
れ
た
訓
・
送
仮
名
・
添
仮
名
の
類
は
、
対
校
本
に
お
い
て

一
律
に
省
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
右
に
つ
い
て
は
、
①
底
本

と
ま
っ
た
く
同
じ
か
た
ち
で
対
校
本
に
書
込
ま
れ
て
い
る
例
、

②
一
部
の
み
が
省
略
さ
れ
て
い
る
例
、
の
み
を
註
記
し
た
。

d
E
対
校
本
で
は
朱
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
異
同
の
註
記

に
際
し
て
、
特
に
朱
墨
の
別
を
示
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
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未
来
記

閉
‘
界
恒
傭
注

7
・
立

J

ノ
ド
タ
ゴ
ク
ノ
ノ
J

前
和
歌
得
業
生
柿
本
貫
弱

，

ヨ

ヨ

訟

E
前
に
詠
歌
大
概
に
薯
昧
の
覚
悟
に
随
て
ト
在
ν
之
。
こ
れ
か
古
今
E
説

Z
也
。
古
今
相
交
テ
在
ν
之。

E
鉢
J
E
事
也
。
如
ν
此
は
云
て
。
未
来
記
と

て
か
や
う
に
分
別
し
て
三
世
を
か
立
見
、
ふ
た
る
也
。
仏
な
ら
で
は
三
世
を
か
y
見
与
る
事
は
な
け
れ
ど
も
。
定
家
卿
は
和
専
の
み
ち
を
か
ば
み
見

給
也
。
得
業
と
云
は
。
江
家
。
菅
家
の
人
の
。
明
法
明
行
得
業
ノ
生

E
理
事
学
文
料
を
給
テ
す
る
事
也
。
其
後
文
を
か
〉
せ
ら
る
与
也
。
今
度
九

題
す
る
者
の
事
也
。
明
行
ハ
読
書
ノ
事
也
。
五
経
の
ほ
か
七
経
を
明
ら
め
た
る
者
を
被
ν
成
也
。
和
寄
得
業
ト
n
此
道
を
究

Z
人
の
事
也
。
今
度
和
歌

丸

題

也

キ

の
き
う
だ
い
を
も
せ
う
ず
る
人
の
事
也
。
古
歌
の
長
高
く
優
に
た
y
し
く
哀
も
ふ
か
き
鉢
を
ば
似
せ
ず
し
て
。
新
し
く
し
な
さ
む
と
お
も
ふ
心
ば

か
り
に
て
。
い
か
に
も
い
り
ほ
が
な
る
E
風
鉢
の
す
が
た
は
不
ν
及
申
。
変
風
境
ま
で
も
不
ν
及
。
心
え
ぬ
事
を
い
ひ
出
し
。
又
近
来
ノ
人
の
専
を

，
.
 

ぬ
す
み
取
て
。
我
よ
み
た
る
顔
を
せ
う
ず
る
事
。
末
代
の
人
の
心
を
ふ
か
く
悲
し
み
て
。
定
家
卿
。
後
学
未
生
の
心
を
か
ば
み
(
見
)
て
誠
の
た

め
に
し
給
也
。
【
校
具
】
@
閣
書
|
ナ
シ
(
文
閣
)
@
明
行
|
明
経
(
瓦
閣
)
⑤
九
題
|
及
第
(
瓦
閣
)
@
明
行
|
明
経
(
文
閣
)
@
心
ぽ
か
り
に
て
|

心
は
か
り
に
も
(
瓦
閣
)
@
い
か
に
も
い
り
ほ
が
な
る
|
い
り
ほ
か
な
る
(
瓦
閲
)
⑨
か
立
み
(
見
)
て
か
与
み
て
(
文
閲
)
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¥
 

1

年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
一
年
に
二
た
び
霞
む
四
方
の
山
の
は

，
¥
品
n

，

a

'

'

宅

邑

F

詠
膏
大
概
に
情
以
二
一
新
一
為
ν
先
ト
あ
る
心
を
。
悪
く
案
ず
れ
ば
如
レ
此
成
也
。
此
膏
古
今
巻
頭
の
専
を
取
也
。
詠
専
大
概
に
も
雌
レ
為
ニ
二
匂
一

¥
 

不
ν
可
一
=
詠
二
之
一
由
云
る
調
を
。
結
句
三
句
ま
で
其
ま
〉
い
へ
る
也
一
年
に
二
度
か
す
む
。
余
な
る
詞
也
。
た
ば
世
を
恐
れ
ぬ
人
の
。
し
い

づ
ベ
き
事
を
。
か
ば
み
て
い
へ
る
也
。

¥
 

2

打
い
づ
る
涙
の
氷
と
き
は
山
声
に
色
あ
る
う
ぐ
ひ
す
の
谷

¥
 

く
せ
た
る
詞
也
。
替
る
み
ち
も
な
う
て
。
読
出
る
是
也
。
こ
れ
は
鴬
の
涙
の
氷
打
と
け
て
ふ
る
巣
な
が
ら
や
春
を
し
る
ら
ん
。
と
い
ふ

¥
 

本
膏
を
と
れ
り
。
此
高
は
い
か
に
も
幽
玄
な
る
寄
也
。
涙
の
こ
ほ
り
常
盤
山
秀
句
一
段
ノ
悪
く
聞
に
く
き
也
。
谷
の
憶
と
い
は
う
ず
る
所

¥

キ

を
。
不
ν
珍
と
て
う
ぐ
ひ
す
の
谷
。
以
外
ノ
悪
し
わ
ざ
也
。



¥
 

3

た
が
春
と
岩
本
す
げ
の
子
日
し
て
引
ま
の
〉
辺
の
松
の
一
入

此
膏
一
句
つ
f
み
れ
ば
無
ν
庇
也
。
吟
じ
て
み
れ
ば
秀
句
に
結
ぽ
与
れ
て
悪
也
。
無
心
初
着
の
寄
也
。
物
を
つ
ぶ
/
¥
と
孟
ほ
い
へ
ば
無
ν

¥
 

曲
と
恩
ひ
て
。
か
や
う
に
い
へ
ば
あ
し
き
也
。
い
り
ほ
が
に
案
ズ
レ
パ
。
皆
如
ν
此
な
る
也
つ
ぶ
/
¥
と
い
へ
ば
不
二
面
白
一
ト
テ
悪
く
案

ス
レ
ハ
如
此
也
。

【
頭
註
】
片
ワ
レ
月
ノ
カ
タ
ワ
レ
ハ
落
テ
モ
水
=
有
ケ
ル
鞠
ヲ
。

【
校
異
】
②
無
心
初
着
|
無
心
所
着
(
文
閣
)
②
辛
惟
い
へ
ぽ
|
い
へ
は
(
文
閲
)

本
)

O
頭
註
|
ナ
シ
(
文
閣
)

¥
 

@
つ
ぷ
/
¥
と
|
長
点
前
左
肩
に
も
付
さ
れ
て
い
る
(
底

¥

オ

・

4

き
え
が
て
の
し
ら
雪
青
き
若
草
に
小
思
の
衣
を
き
た
る
御
狩
ば

¥

¥

 

自
雪
の
あ
を
き
。
先
以
外
の
つ
〉
き
也
。
を
み
の
衣
を
き
た
る
御
狩
場
と
い
へ
る
。
此
小
思
の
衣
は
。
着
す
る
事
折
々
か
は
る
事
也
。

い
づ
れ
も
神
祇
也
。
か
り
ぽ
に
小
思
の
衣
き
た
る
こ
と
聞
ず
。
た
と
へ
ば
小
忌
の
衣
と
は
。
地
の
白
き
に
。
青
ず
り
を
し
た
る
物
也
。
若¥
 

草
の
雪
z
萌
出
る
を
。
小
思
の
衣
に
似
せ
た
る
。
更
に
つ
き
な
き
事
也
。
一
向
に
寄
の
す
が
た
に
あ
ら
ず
。
尤
心
は
y
か
る
べ
き
鉢
也
。

，
，
.
，
d

p

h

官

あ
を
き
と
い
ふ
調
。
又
よ
ろ
し
か
ら
ず
聞
え
た
る
也
。
是
も
詠
専
大
概
に
人
ホ
求
詠
J
豆
町
を
。
い
か
に
も
新
し
く
し
な
さ
ん
と
て
。
あ
し

く
案
ズ
レ
ハ
如
ν
此
な
る
な
り
一
戸
。

【
校
具
】
④
一
向
に
一
向
(
文
閣
)

，，
a
'
e
 

⑤
人
民
求
詠
I
人
未
詠
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⑤
い
か
に
も
|
い
か
に
(
文
閲
)

¥
 

5

時
し
あ
れ
ば
暁
か
け
て
鴬
の
こ
ゑ
す
る
花
を
人
や
お
る
ら
ん

此
膏
は
¥
待
人
も
こ
ぬ
物
ゆ
へ
に
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
っ
る
花
を
折
長
】
る
哉
と
云
。
古
今

Z
E
r
o本
帯
は
優
に
面
白
寄
也
。
大
略

¥

¥

¥

 

其
心
な
が
ら
{
暁
)
か
け
て
人
や
お
る
ら
ん
。
入
ほ
が
な
る
鉢
也
時
し
あ
れ
ば
と
云
五
文
字
心
不
ν
足
也
。
時
し
も
あ
れ
な
ど
与
こ
そ

い
ひ
度
也
。
【
校
異
】
①
花
l
北
〔
文
闘
で
梅
〔
大
観
}

③
(
暁
)
か
け
て

l
暁
か
け
て
(
文
閲
)

③
時
し
あ
れ
ば
時
し
れ
は
(
文
閲
)



¥
 

6

桜
花
よ
も
の
山
の
は
咲
み
ち
て
富
士
の
す
が
た
に
匂
ふ
白
雲¥ 

此
膏
は
毎
句
き
れ
/
¥
に
不
ν
可
二
然
一
姿
也
。
是
は
御
芳
野
の
花
の
盛
を
け
ふ
み
れ
ば
こ
し
の
し
ら
根
に
春
風
ぞ
吹
ト
あ
る
。
俊
成
の
寄

¥
 

を
本
歌
に
悪
く
取
成
た
る
也
富
士
の
姿
=
匂
ふ
し
ら
雲
。
あ
ま
り
な
る
事
也
。
言
語
道
断
の
あ
し
き
す
が
た
な
り
。

【
校
具
】
①
匂
ふ
ー
か
‘
ふ
る
(
文
閣
)
匂
ふ
(
大
観
)

¥
 

7

吹
わ
た
る
雲
の
か
け
橋
と
だ
え
せ
ず
散
か
吉
野
の
嶺
の
桜
木

¥

¥

 

花
の
散
を
雲
の
か
け
は
し
に
取
な
す
か
。
あ
ま
り
な
る
也
。
さ
く
ら
木
と
h

ま
る
も
。
是
文
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

【
校
具
】
②
さ
く
ら
木
|
「
木
」
に
濁
点
前
付
さ
れ
て
い
る
(
底
本
)

¥
 

8

け
さ
霞
よ
し
野
の
麓
た
ち
纏
て
天
つ
空
行
花
の
白
雲

¥

¥

 

今
朝
か
す
み
と
い
ひ
出
し
た
る
。
先
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
今
朝
の
あ
さ
け
な
ど
い
ふ
は
。
同
事
な
が
ら
か
さ
な
れ
ば
。
優
に
き
こ
え
た
る

¥

¥

 

也
よ
し
の
〉
ふ
も
と
是
又
お
し
つ
け
た
る
詞
な
り
。
以
外
之
事
也
天
樟
空
行
花
の
し
ら
雲
。
悪
き
調
也
。
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¥
 

9

里
の
名
に
昔
を
と
へ
ば
山
吹
の
こ
た
へ
ぬ
色
の
露
の
玉
札

¥
 

是
は
山
吹
の
こ
た
へ
ぬ
色
に
露
お
ち
て
里
の
む
か
し
は
聞
か
ひ
も
な
し
。
と
い
ふ
膏
を
と
れ
り
。
露
の
玉
札
又
以
外
也
。

¥
 
m
春
は
北
秋
は
南
へ
と
ぶ
烏
の
あ
す
か
や
三
月
暮
て
行
ら
ん

¥
 

厩
を
其
ま
与
よ
ま
ず
し
て
。
新
し
く
せ
ん
と
云
た
て
た
る
も
中
々
お
ろ
か
に
ゃ
あ
す
か
や
〉
よ
ひ
と
い
へ
る
。

そ。

ま
た
い
ひ
お
ほ
を
せ
ず
こ

【
校
異
】
①
と
ぷ
|
「
ぷ
」
の
濁
点
は
墨
書
〔
底
本
)

②
お
ほ
を
世
子

i
お
ほ
せ
ず
(
瓦
閲
)



¥
 

U

夏
の
来
て
卯
花
し
ろ
く
ぬ
ぎ
か
ふ
る
衣
ひ
る
ら
し
天
の
か
く
山

¥

¥

 

衣
ほ
す
で
ふ
天
の
か
く
山
と
い
ふ
名
寄
を
其
ま
与
に
て
。
ひ
る
ら
し
と
云
か
へ
て
。
詮
と
し
た
る
詞
。

¥
 

也
夏
の
き
て
と
い
ふ
初
の
五
文
字
是
又
よ
ろ
し
か
ら
ず
き
与
に
く
き
な
り
。

こ
と
に
み
ぐ
る
し
く
聞
え
た
る

¥
 

ロ
郭
公
な
く
や
さ
月
の
夜
の
程
を
明
し
や
か
ね
の
声
も
ほ
の
ノ
¥

¥
1
I
l
l
1
1
 

此
三
句
無
下
の
た
f
調
也
。
四
五
の
句
不
ν
及
ニ
沙
汰
一
室
の
ほ
一
〉
云
こ
と
葉
}
以
外
♂
あ
し
き
な
り
。

¥
 

日
お
も
ふ
ベ
し
花
橘
の
軒
ふ
り
て
背
に
た
ど
る
袖
の
香
の
夢

，

¥

¥

 

先
五
文
字
悪
也
。
下
句
は
夢
も
昔
の
そ
で
の
香
ぞ
す
る
ト
い
ふ
を
袖
の
香
の
夢
と
つ

y
け
た
る
。
心
も
調
も
其
専
な
し
。

【
枝
具
】
霊
固
に
た
ど
る
l
音
に
与
た
る
(
文
閣
)
・
昔
に
た
ど
る
(
大
観
)

¥
 

U

鐘
く
ら
き
野
寺
の
杉
の
木
の
間
よ
り
山
時
鳥
こ
ゑ
の
お
ち
く
る

¥

¥

¥

 

先
鐘
く
ら
き
と
云
五
文
字
悪
也
野
寺
の
杉
の
木
の
間
。
こ
れ
又
不
レ
及
二
一
是
非
一
山
時
鳥
こ
ゑ
ノ
落
ク
ル
。
余
過
た
る
調
也
。

【
枝
具
】
①
野
寺
の
|
野
寺
町
(
文
閣
)
・
野
寺
を
(
大
観
)
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¥
 

日
五
月
雨
に
舟
ぢ
も
遠
く
た
っ
波
の
を
の
れ
た
ゆ
た
ふ
志
賀
の
大
わ
た

¥
 

水
海
に
大
和
田
一
か
う
不
=
似
合
一
湊
ノ
や
う
な
る
所
に
あ
る
也
。
水
ノ
め
ぐ
る
や
う
な
る
所
也
。
し
が
の
海
な
ど
は
。
い
か
に
も
し
づ
か

¥

¥

 

な
る
さ
ま
に
取
な
し
て
こ
そ
似
合
は
ペ
れ
。
を
の
れ
た
ゆ
た
ふ
先
悪
也
五
月
雨
に
舟
ぢ
の
遠
く
な
る
と
云
事
も
。
事
ゆ
か
ぬ
事
也
。

¥
 

国
こ
れ
は
秋
か
い
ざ
与
む
ら
竹
そ
よ
今
夜
夏
と
も
告
よ
臥
待
の
月

¥

¥

¥

 

先
五
文
字
=
是
は
秋
か
以
外
之
た
f
調
也
。
い
ざ
与
村
竹
と
つ
£
く
。
秀
句
又
よ
ろ
し
か
ら
ず
そ
よ
こ
よ
ひ
聞
に
く
し
。

ん
と
す
る
ほ
ど
に
。
風
情
し
と
や
か
に
も
な
く
な
り
て
。
さ
た
の
か
ぎ
り
な
り
。

面
白
が
ら
せ



¥
 

げ
と
ま
れ
か
し
ゅ
く
方
し
ら
ぬ
蚊
遣
火
の
煙
ぞ
空
に
み
ち
の
旅
人

¥
 

旅
人
の
用
さ
ら
に
よ
り
つ
か
ず
や
煙
ぞ
空
に
み
ち
の
な
E
つ
y
き
た
る
。

以
外
よ
ろ
し
か
ら
ず
き
与
に
く
し
。

¥
 

国
や
よ
い
か
に
な
が
め
の
空
も
夏
か
け
て
玉
鉾
し
ろ
き
露
の
夕
顔

¥
 

此
三
句
は
秋
の
や
う
な
り
露
の
タ
が
ほ
こ
と
の
ほ
か
悪
也
。
タ
露
の
露
と
い
は
う
ず
る
こ
と
を
一
J
。

【
校
具
】
②
タ
露
|
「
露
」
に
濁
点
を
付
す
(
底
本
)

¥

-

凶
夏
衣
木
々
の
は
や
し
の
枝
つ
泣
き
遠
近
と
よ
む
せ
み
の
諸
声

¥
 

先
玉
文
字
一
-
夏
衣
木
々
の
林
以
外
也
え
た
つ

y
き
あ
ま
り
に
取
こ
み
て
聞
に
く
し
ど
よ
む
是
悪
し
。
日
本
記
に
と
よ
み
ど
よ
む
と
在
ν
之

下
の
を
ば
濁
て
読
也
。
せ
み
の
ど
よ
む
。
一
か
う
不
レ
似
合
こ
と
葉
な
り
。

【
傍
註
】
清
酒
同
前
也
。

【
校
具
】
①
木
々
|
「
々
」
に
濁
点
を
付
す
(
底
本
)
②
木
々
ー
|
「
々
」
に
濁
点
を
付
す
(
底
本
)
②
日
本
記
|
日
本
紀
(
文
閣
)

み
ど
よ
む
l
最
初
の
「
と
」
は
左
肩
に
「
・
」
、
二
つ
め
の
「
と
」
は
同
じ
く
左
肩
に
「
U

」
を
付
す
(
底
本
)
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②
と
よ

20 
¥ 
u、

悪旬、¥づ
百〉み

と川
A 千

主ま
竺占4

27 
害五
也、て
い、み
づか
みの
川原
千ふ
年く
と恩

?会
ノし

ふき
外
悪
也
¥ 
レ、
の
ち
レ、
く
し
た
て
も

¥

ノ

に
く
き
風
情
也
三
日
原
ふ
く
風
。

是
も

【
校
異
】
①
い
づ
み
河
|
「
づ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)

③
轟
シ
|
悪
也
(
文
閲
)

21 
¥ 

し
を¥づ
の
るめ
や剖

キ忘
ノる
あ>'>

宇衣
ι の
つ胡
'"詔

1t 
た志
めま
にど

宗z
k哲
惣初
而風
朝
明
と
Z玄

詞
不

好

尚

¥
 

不
ν
可
三
詠
一
一
之
一
。
未
来
記
に
て
闘
え
た
る
事
也
袖
も



ま
ど
を
の
も
つ

r
き
お
ぼ
つ
か
な
し
。
お
さ
を
あ
ら
み
と
云
て
こ
そ
。
本
寄
に
も
叶
中
A
る

Y
4
4は
べ
る
べ
け
れ
。

【
校
具
】
②
と
云
調
l
企
d

と
一
宮
詞
(
文
閲
)
③
ま
ど
を
の
も
ー
ま
と
を
の
(
文
閲
)
③
と
云
て
こ
そ
と
云
て
(
瓦
閲
)

札
は
べ
る
べ
け
れ
|
叶
は
へ
る
へ
け
れ
(
文
閲
)

ヒ

③
叶
ヰ
ふ
る
γl小

¥
 
m
小
蓮
に
か
た
し
き
か
ぬ
る
夜
を
寒
み
い
事
(
ま
)
や
衣
を
う
ぢ
の
橋
姫

¥
 か
た
し
き
か
ぬ
る
よ
を
さ
む
み
。
以
外
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
下
ノ
句
又
悪
し
ょ
く
/
¥
可
ν
恩
事
也
。

【
校
具
】
①
い
事
(
ま
)
や
l
今
や
(
文
閣
)

¥
 

幻
と
を
山
の
(
寛
)
樋
を
っ
た
ふ
鹿
の
音
も
と
も
に
な
が
る
〉
水
の
白
波

¥

¥

 

遠
山
、
ど
い
ふ
五
文
字
聞
も
不
ν
及
鹿
の
音
の
か
け
ひ
を
っ
た
ふ
こ
と
の
ほ
か
の
事
に
や
。

も
い
か
f
也
風
情
を
好
む
よ
り
。
か
ゃ
う
の
事
出
来
す
る
成
へ
し
。
能
々
工
夫
す
ベ
し
。

【
枝
具
】
①
(
覧
)
樋
ー
か
け
ひ
(
文
閣
)
②
(
カ
ケ
)
樋
ー
か
け
ひ
(
文
閣
)

¥

¥

 

文
鹿
の
音
流
る
〉
も
、
(
カ
ケ
)
樋
ノ
白
波
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¥

¥

-

M
夜
は
に
鳴
鹿
の
音
と
を
す
板
間
よ
り
月
影
な
が
ら
ふ
く
嵐
哉

¥

¥

 

鹿
の
音
、
ど
を
す
い
た
ま
あ
る
べ
か
ら
ず
吹
あ
ら
し
哉
も
す
で
に
禁
ぜ
ら
る
〉
詞
に
こ
そ
。

を
。
は
か
り
よ
め
る
な
り
。

【
傍
註
】
制
ノ
詞
也
。

た
t
任
一
一
雅
意
一
之
条
。
後
人
の
心
な
る
べ
き

¥
 

お
い
く
夜
月
我
衣
手
に
か
け
馴
ぬ
ぬ
れ
て
物
お
も
ふ
有
明
の
床

¥

¥

，

 

ぬ
れ
て
‘
も
の
お
も
ふ
も
つ
Y
き
よ
ろ
し
か
ら
ず
在
明
の
床
又
お
な
じ
く
。
上
句
も
幽
玄
な
ら
ず
や
。

¥
 

鉛
御
芳
野
の
秋
す
さ
ま
じ
き
夕
暮
は
す
ば
ふ
く
嶺
に
嵐
立
也



¥

¥

¥

 

み
よ
し
の
〉
秋
こ
と
な
る
事
な
く
て
知
何
。
秋
す
さ
ま
じ
き
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
下
ノ
句
今
夜
た
れ
す
t
ふ
く
風
を
身
に
し
め
て
芳
野

の
岳
の
月
を
み
る
ら
ん
。
こ
れ
を
と
ら
れ
た
る
敗
。
と
り
そ
こ
な
ひ
た
る
と
み
え
た
る
う
た
な
り
。

¥
 

幻
秋
ぞ
か
し
露
の
よ
す
が
に
風
散
て
月
吹
よ
ひ
の
袖
の
か
た
し
き

¥

¥

¥

 

五
文
字
先
よ
ろ
し
か
ら
ず
風
散
て
又
如
何
月
ふ
く
よ
ひ
。
こ
と
に
闘
を
よ
ば
す
聞
に
く
し
露
の
よ
す
が
悪
也
。

¥
 

却
下
葉
お
ち
踏
分
が
た
き
益
か
な
ら
ず
声
に
秋
は
暮
つ
〉

¥

，

 

き
り
の
葉
も
ふ
み
分
が
た
く
を
。
か
や
う
に
取
そ
こ
な
へ
る
事
口
借
こ
そ
踏
分
が
た
き
き
り
/
¥
す
以
外
下
句
さ
ま
悪
也
。

¥
 

加
を
き
そ
む
る
俸
の
菊
の
か
ご
と
だ
に
半
は
霜
の
下
染
ぞ
憂

¥

ヲ

ヘ

シ

タ

¥

菊
の
か
ご
と
聞
に
く
〉
侍
る
。
上
下
(
句
)
し
た
染
。
菊
に
い
ひ
馴
て
も
聞
え
ず
。
惣
別
の
理
た
宜
し
か
ら
ず
。

内
工
シ
タ

【
校
具
】
①
か
ご
と
だ
に
「
だ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)
②
上
下
(
句
)
上
下
旬
(
文
閲
)
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¥

¥

蜘

初
ゆ
く
秋
は
今
夜
い
な
ぱ
の
山
な
り
と
や
す
ら
へ
草
の
枕
結
び
て

¥

¥

¥

¥

¥

 

行
あ
き
と
云
て
又
こ
よ
ひ
い
な
ぽ
と
云
も
同
心
也
山
成
と
ト
い
へ
る
も
詞
手
づ
〉
に
て
。
片
言
の
や
う
に
聞
え
た
る
也
又
あ
き
ノ
草

，

¥

 

枕
む
す
ば
ん
と
い
へ
る
こ
と
。
事
過
た
る
に
や
。
後
鳥
羽
院
ノ
御
膏
誰
を
ま
っ
ち
の
山
な
り
と
寝
な
ま
し
物
を
山
ノ
端
ノ
月
。

【
傍
註
】
此
と
ノ
宇
以
外
也
.

【
頭
註
】
此
御
寄
J

と
は
共
な
り
.

【
校
異
】
③
山
J

端
J

月
l
回
同
凶
(
瓦
閲
)

¥
 

白
山
は
冬
残
る
と
も
な
き
一
村
の
錦
も
あ
だ
に
あ
ら
し
吹
也

¥

¥

 

山
は
晶
、
と
を
き
け
る
も
い
か
に
ぞ
や
。
此
帯
は
唐
錦
秋
ノ
か
た
み
や
立
岡
山
散
あ
へ
ぬ
枝
に
嵐
吹
也
。
此
専
を
と
れ
り
。
大
方
是
は
聞
え



て
。
未
来
記
ま
で
は
い
か
立
と
お
ぼ
え
侍
れ
ど
。
あ
ま
り
に
錦
の
縁
な
く
や
。
う
た
は
え
ん
の
調
な
ど
に
て
こ
そ
。

な
る
ゃ
う
の
事
は
べ
れ
ば
。
か
や
う
な
る
は
不
ν
宜
。
さ
な
が
ら
本
寄
に
別
の
こ
と
な
し
。

【
校
具
】
③
な
ど
に
て
こ
そ
ー
な
と
に
て
そ
(
瓦
閣
)

こ
と
葉
も
や
さ
し
く

¥
 

昭
道
芝
や
霜
枯
は
て
し
跡
ゃ
い
づ
れ
誰
に
と
ば
た
の
面
が
ば
り
し
て

¥

¥

サ

¥

み
ち
芝
や
と
い
ひ
跡
ゃ
い
づ
れ
と
い
へ
る
か
し
ま
し
く
や
。
狭
衣
=
た
づ
ぬ
ベ
き
草
の
原
さ
へ
霜
枯
て
誰
に
と
は
ま
し
道
芝
の
露
。
此

¥
 

う
た
を
と
れ
り
と
み
ゆ
る
た
れ
に
と
ぱ
た
。
事
の
ほ
か
の
秀
句
み
ぐ
る
し
く
や
。

【
枝
具
】
①
と
ぽ
た
「
ぽ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)

¥
 

犯
風
渡
る
離
の
枯
葉
に
と
だ
ゆ
也
難
波
の
春
の
夢
の
う
き
橋

¥

¥

¥

 

是
は
酉
行
耳
目
日
津
ノ
園
の
難
波
の
春
は
夢
な
れ
や
藍
の
か
れ
葉
に
風
わ
た
る
也
。
此
膏
を
と
れ
り
と
聞
え
た
り
。
夢
ノ
う
き
橋
を
董
の
か

れ
葉
に
か
く
る
事
。
お
も
し
ろ
く
あ
ら
ん
と
ノ
心
か
へ
り
て
。
見
ぐ
る
し
く
や
侍
ら
ん
。
異
風
の
か
ぎ
り
な
る
に
や
。
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¥
 

刷
出
夜
た
〉
鳴
波
ま
の
千
鳥
塩
風
に
吹
か
へ
さ
る
〉
浦
の
は
つ
嶋

¥

¥

l

¥

¥

 

ょ
た
〉
な
く
と
云
調
。
古
き
こ
と
葉
ナ
レ
ド
モ
。
よ
か
ら
ぬ
詞
也
波
宮
の
千
鳥
の
ま
の
宇
又
如
何
吹
か
へ
さ
る
〉
浦
の
は
つ
し
ま
と

-

¥

:

 

つ
づ
く
は
く
ず
の
薬
な
ど
の
や
う
に
聞
ゆ
。
専
の
さ
ま
い
ひ
お
ほ
せ
ら
れ
ぬ
事
に
こ
そ
嶋
の
は
つ
嶋
つ
き
な
く
や
。
古
き
時
を
お
も
ふ

べ
き
こ
と
は
。
か
や
う
に
あ
し
く
つ
ダ
け
侍
ら
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
先
賢
の
を
し
へ
を
。
い
か
に
も
了
智
す
べ
き
事
に
こ
そ
。

【
校
異
】
③
嶋
の
は
つ
嶋
|
円
問
凶
の
は
つ
嶋
(
瓦
閲
)

¥

占

弔

問
山
さ
え
暮
る
洲
崎
に
た
て
る
さ
き
玉
の
津
に
を
る
舟
も
氷
閑
つ
与

¥

¥

¥

 

さ
き
た
ま
の
津
は
名
所
也
。
其
を
洲
崎
に
た
て
る
と
い
へ
る
は
。
鷺
=
と
り
な
し
い
へ
る
に
や
。
津
に
を
る
舟
。
万
葉
に
み
さ
ご
ゐ
る

洲
=
を
る
舟
な
ど
よ
み
侍
れ
ど
聞
よ
か
ら
ず
。
古
鉢
な
ら
ん
と
て
は
。
聞
に
く
き
事
を
と
り
出
し
。
珍
し
か
ら
ん
と
て
は
い
ひ
に
く
き
秀
句



を
好
む
こ
と
を
。
い
ま
し
め
ん
の
た
め
な
り
。

【
傍
註
】
聞
書
。
郡
ノ
宅
也
戸
。

【
校
具
】
②
洲
崎
に
|
洲
に
(
文
閣
)

¥
 

鉛
雪
し
ろ
し
暁
ふ
か
く
入
園
に
千
里
の
月
の
ほ
の
/
¥
の
山

テ

ノ

=

1

巴

ル

ン

ハ

指

=

也

巴

是
は
詩
J

心
を
其
ま
〉
也
。
暁
入
二
一
梁
主
圏
一
雪
満
ニ
郡
山
一
夜
登
二
庚
公
之
楼
一
月
明
二
千
里
一
。
か
ゃ
う
の
事
も
余
=
そ
の
ま
〉
な
る
事
は
悪

き
事
也
。
又
ほ
の
《
¥
の
山
。
例
の
事
也
。
寄
よ
ま
ん
人
は
。
能
々
つ
〉
し
む
べ
き
事
也
。

【
頭
註
】
朗
詠
也
。

寝
具
】
富
ん
一
一
梁
孟
-
完
封
比
一
塁
忠
之
拝
礼
一
一
千
島
-
ー
免
梁
孟
喜
郡
山
ま
ま
之
島
月
払
千
島
(
文
閲
)

¥
 

幻
わ
た
づ
海
の
海
士
の
ま
く
か
た
久
堅
の
空
ふ
る
雪
を
重
ね
て
ぞ
し
く

¥

¥

¥

 

ま
く
か
た
の
事
。
六
百
番
に
さ
ま
戸
¥
の
さ
た
あ
る
事
也
。
ま
て
か
た
に
て
は
べ
る
べ
し
。
其
を
ま
く
か
た
と
い
へ
る
も
。

¥

¥

 

心
に
や
。
又
久
方
と
つ
2
く
事
識
に
入
ほ
が
の
重
詞
也
空
ふ
る
雪
も
不
レ
宜
悪
き
詞
也
。

【
枝
具
】
③
誠
に
誠
(
文
閲
)

お
し
た
る
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犯
¥
し
ら
雪
も
降
つ
む
か
の
〉
道
絶
え
て
け
ふ
こ
ぬ
人
を
松
の
下
お
れ

¥

¥

 

ふ
り
つ
む
か
の
与
。
知
ν
此
よ
み
に
く
き
ゃ
う
。
よ
み
も
と
か
れ
ず
松
の
下
お
れ
。
雪
に
は
さ
も
や
は
べ
ら
ん
な
れ
ど
も
。
い
ひ
つ
f
け

て
さ
ら
に
専
な
き
事
也
。
よ
く
/
¥
分
別
を
く
は
へ
て
吟
味
す
べ
き
事
な
り
。

【
校
異
】
②
よ
み
も
と
か
れ
ず
l
よ
み
と
か
れ
す
(
文
閲
)

¥
 

鈎
里
は
荒
ぬ
と
は
ぬ
な
が
め
の
雪
の
中
を
誰
な
ら
は
し
と
暮
は
つ
る
と
し

¥
 

此
第
二
の
句
よ
み
も
止
か
北
十
(
か
ら
ず
)
と
は
ぬ
な
が
め
ノ
雪
の
中
と
詞
つ
f
き
其
理
み
え
ず
。
下
ノ
句
の
心
又
不
ν
明
い
ひ
つ
f
け
て



み
る
に
。
す
る
/
¥
と
聞
え
ぬ
事
。
第
一
の
嫌
事
也
。

【
校
具
】
②
よ
み
も
止
か
品
十
(
か
ら
ず
}
よ
か
ら
す
(
文
閲
)

¥
 

却
ふ
る
山
の
千
尋
の
松
の
た
が
み
そ
ぎ
此
ゆ
ふ
つ
け
て
積
る
白
雪

¥

¥

 

ふ
る
山
の
と
は
名
所
か
如
何
。
古
今
に
た
が
み
そ
ぎ
ゆ
ふ
つ
け
鳥
か
唐
衣
と
云
専
を
取
て
。

ず
。
一
向
無
心
初
着
の
さ
ま
と
や
い
ふ
ら
む
。

¥
 

し
出
た
り
と
み
ゆ
松
の
た
が
み
そ
ぎ
心
え

¥
 

“
自
夏
虫
を
袖
に
つ
〉
め
る
玉
ゆ
ら
も
い
は
支
や
物
を
人
に
し
ら
れ
て

¥
 

寂
速
が
袖
に
蛍
を
つ
〉
み
て
も
と
い
へ
る
を
。
め
づ
ら
し
く
と
り
か
へ
ん
と
て
。
っ
く
り
い
へ
る
さ
ま
也
。
上
手
の
う
た
を
取
か
へ
ん
と

¥
 

せ
ば
。
か
な
ら
ず
か
や
う
に
は
べ
る
べ
き
也
。
学
者
よ
く
可
レ
恩
J

い
さ
め
也
夏
虫
国
袖
に
つ
〉
め
る
と
云
て
。
又
玉
ゆ
ら
は
な
ど
い
へ

る
さ
ま
。
悪
き
秀
句
な
る
べ
し
。

【
枝
具
】
③
ベ
き
|
「
ベ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)
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¥
 

位
か
げ
ば
か
り
み
う
ら
さ
き
な
る
ね
っ
こ
草
下
に
萌
つ
〉
年
は
へ
に
け
り

¥
 

万
葉
に
芝
付
の
み
う
ら
さ
き
な
る
ね
っ
こ
草
と
云
膏
あ
り
。
是
を
と
れ
り
。
先
に
も
い
へ
る
ご
と
く
。
万
葉
に
優
に
長
高
を
恋
な
が
ふ
べ

き
を
。
異
相
の
物
を
と
り
い
づ
る
こ
と
。
後
生
の
い
た
す
所
也
。
此
草
い
か
な
る
も
の
と
も
し
ら
ず
。
是
を
可
ν
尋
。
文
何
=
か
は
せ
ん
。

【
校
異
】
①
け
り
|
け
り
(
瓦
闘
で
つ
つ
(
大
観
)
②
恋
な
が
ふ
|
こ
ひ
ね
か
ふ
(
文
閲
)
③
い
づ
る
|
い
へ
る
(
文
閲
)
③
此
草
|
此
草

は
(
文
閲
〕

¥
 

必
我
恋
は
お
ほ
や
河
原
の
い
は
ひ
づ
ら
手
に
は
ひ
け
ど
も
ぬ
る
よ
し
も
な
し

¥

¥

 

こ
れ
も
万
葉
に
い
る
ま
ち
の
お
ほ
や
河
原
の
い
は
ひ
づ
ら
ひ
か
ぽ
ぬ
る
/
¥
わ
に
な
た
え
そ
ね
上
野
の
か
ほ
や
が
沼
の
い
は
ひ
づ
ら

¥

¥

 

ひ
か
ば
ぬ
れ
?
あ
を
な
た
え
そ
ね
。
此
二
首
。
い
る
ま
固
は
入
聞
の
郡
の
み
ち
に
や
か
ほ
や
が
沼
も
名
所
也
い
づ
れ
も
水
辺
ノ
草
と
み



¥

¥

 

ゆ
。
長
く
て
引
も
の
に
や
。
ぬ
れ
/
¥
と
い
ふ
ぬ
れ
つ
〉
と
云
も
。
心
は
た
と
ひ
ぬ
る
与
と
も
。
我
に
な
た
え
そ
と
云
心
a
阜
、
。
か
〉
る

¥
 

寄
。
本
寄
も
さ
ら
に
優
な
ら
ず
詮
な
く
や
。
ま
し
て
是
を
取
出
て
詮
と
す
る
こ
と
。
心
の
ほ
ど
も
み
え
は
べ
る
べ
し
。
此
お
ほ
や
河
原
も

¥
 

あ
づ
ま
の
名
所
と
み
ゆ
。
ぬ
る
〉
を
。
ね
ぬ
る
に
ょ
す
る
成
ベ
し
。
返
々
か
与
る
心
。
よ
し
な
固
こ
と
也
。

雪
崩
註
】
わ
に
は
。
我
也
。
由
る
/
¥
は
。
由
れ
つ
与
也
。

【
校
具
】
②
ひ
か
ぽ
|
「
ぽ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)

¥
 

“
自
恋
の
道
踏
し
つ
け
ご
か
手
玉
な
く
し
ほ
る
涙
晶
、
淵
と
な
る
瀧

¥

¥

¥

 

し
つ
け
ご
と
云
は
。
人
の
事
に
て
こ
そ
あ
る
ら
う
と
い
へ
る
事
な
り
手
玉
な
く
と
は
。
機
な
ど
の
事
也
。
物
を
織
機
也
。
水
の
隙
な
く

¥

¥

 

也
。
た
f

隙
の
な
く
落
る
涙
と
い
は
ん
為
か
淵
と
成
瀧
と
留
ル
事
。
更
=
寄
ノ
や
う
に
も
な
き
事
也
。

¥
 

伍
長
き
夜
も
明
な
む
と
す
る
か
ね
こ
と
も
ま
だ
っ
き
な
く
に
袖
ぬ
ら
す
空

、

，

、

明
な
ん
と
す
る
か
ね
こ
と
。
家
隆
卿
時
に
隈
g
あ
れ
は
明
な
ん
と
(
ス
ル
)
鐘
の
を
と
に
猶
長
き
夜
の
月
ぞ
残
れ
る
。
と
あ
る
を
と
れ
る

¥
 

に
や
。
二
フ
句
z
う
つ
る
所
こ
と
に
耳
に
た
ち
は
ベ
る
也
ま
だ
っ
き
な
く
に
も
。
士
口
キ
に
は
あ
れ
ど
聞
よ
か
ら
ず
。

【
枝
具
】
②
明
な
ん
と
(
ス
ル
)
明
な
ん
と
す
る
(
文
閲
)
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¥
 

崎
風
さ
は
ぐ
ゆ
ら
の
榛
を
漕
舟
の
う
き
て
物
お
も
ふ
身
ぞ
行
衛
な
き

，

¥

 

此
膏
は
曾
禰
好
忠
が
ゆ
ら
の
と
を
渡
る
舟
人
か
ぢ
を
た
え
行
衛
も
し
ら
ぬ
恋
の
み
ち
哉
。
の
帯
を
さ
な
が
ら
と
れ
り
。
か
や
う
に
は
云
ベ

¥

¥

 

か
ら
ず
こ
そ
身
ぞ
行
衛
な
き
も
。
調
つ
ま
り
で
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
行
衛
な
き
身
と
い
は
ん
は
。
所
に
よ
り
て
や
さ
し
く
も
可
ν
侍
也
。

【
校
異
】
②
寄
l
本
寄
〔
文
閲
}

¥
 

。
人
は
い
さ
昨
日
の
雲
の
跡
も
な
く
け
さ
は
き
え
ぬ
の
夢
も
は
か
な
し

此
膏
家
隆
卿
¥
恩
出
よ
詞
州
刈
司
叶
例
刻
刻
引
制
附
到
の
雲
の
跡
の
山
風
。
是
を
う
ら
や
み
て
と
れ
る
と
み
え
た
り
。

か
や
う
に
ま
ぢ
か
き



寄
ど
も
を
。

¥
 

〉
そ
れ
ず
取
事
可
ν
有
二
揮
一
者
也
け
さ
は
き
え
ぬ
の
な
E
。
さ
ら
に
聞
も
な
ら
は
ぬ
詞
に
や
。

¥
 

品
切
夕
暮
は
つ
ら
き
嵐
の
宇
樟
の
山
恩
ひ
を
た
れ
に
蔦
の
下
道

定
家
卿
の
ヘ
ア
ヂ
キ
ナ
ク
ツ
ラ
キ
嵐
ノ
声
F
ワ
シ
ナ
ド
夕
暮
=
待
ナ
ラ
ヒ
ケ
ン
)
ハ
ー

，

¥

 

み
も
。
此
膏
を
取
る
や
不
ν
可
二
然
一
下
旬
お
も
ひ
を
誰
に
蔦
の
し
た
道
。
っ
た
へ
ん
と
云
心
に
や
。

外
の
事
也
。
【
校
異
】
②
ヘ
ア
ヂ
キ
ナ
ク
ツ
ヲ
キ
嵐
ノ
声
よ
シ
ナ
ド
夕
暮
ニ
待
ナ
ラ
ヒ
ケ
ン
)
レ

あ
ち
き
な
く
っ
ち
き
あ
ら
し
の
こ
息
も
う
し
な
と
タ
〈
れ
に
待
な
ら
ひ
け
ん
(
瓦
閣
)

一面

l

一
か
う
事
た
ら
ぬ
や
う
に
聞
え
て
以

@
取
る
や
l
取
る
也
(
文
閣
)

¥
 

狙
あ
だ
人
を
松
に
嵐
の
吹
か
ね
て
色
に
み
す
べ
き
こ
と
の
葉
も
な
し

¥

¥

 

是
は
慈
鎮
和
尚
の
松
を
時
雨
の
染
か
ね
て
を
。
う
ら
や
み
と
れ
る
鉢
也
ふ
き
か
ね
て
以
外
の
物
に
き
こ
え
た
る
也
。
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¥
 

印
う
ら
が
れ
の
庭
の
む
ら
萩
あ
き
暮
て
人
の
心
の
跡
の
山
風

是
も
慈
鎮
家
隆
の
両
首
を
上
下
に
其
ま
〉
を
け
る
さ
ま
の
あ
ま
り
に
や
。
惣
じ
て
古
き
膏
を
取
も
其
時
代
又
故
実
は
へ
る
べ
し
ま
し
て
此

比
の
寄
を
皆
取
読
ベ
き
人
の
心
を
い
ま
し
む
る
也
。
学
者
を
恥
お
も
ふ
べ
き
事
に
こ
そ
J
。

【
頭
註
】
・
¥
我
恋
虐
の
む
ら
萩

e
f
¥恩
イ
デ
ヨ
タ
ガ
、
ネ
コ
ト
ノ
末
ナ
ラ
ン
)
¥
昨
日
差
の
跡
の
山
風
。

【
校
異
】
③
f
|
ナ
シ
(
瓦
閲
}

O
頭
註
1
2蛸
恋
は
庭
の
む
ら
萩
|
|
家
思
イ
テ
ヨ
タ
ガ
、
ネ
コ
ト
ノ
末
ナ
ラ
ン
昨
日
の
雲
の
跡
の
山
か
せ
(
瓦

閲〕



位
陣
内
車
掌
一
-
ア
B

雨
中
吟

こ
の
十
七
首
は
未
来
記
同
前
に
は
は
ベ
れ
と
。
別
に
此
名
を
雨
中
吟
と
号
す
る
こ
と
。
可
ν
得
ニ
其
意
一
子
細
在
之
。
こ
の
書
は
。
名
の
ほ
か
に
鉢

な
く
。
鉢
の
ほ
か
に
名
な
し
と
い
へ
り
。
鉢
と
は
歌
の
風
幹
也
。
此
駄
を
雨
声
暗
明
の
排
と
も
い
へ
り
。
風
駄
の
あ
し
き
を
し
ら
し
め
ん
の
を
し

へ
也
。
た
と
へ
ば
。
霧
雨
物
む
つ
か
し
く
う
ち
お
ほ
ふ
様
に
し
て
。
く
ら
き
と
み
れ
ば
あ
か
く
な
り
。
明
か
な
り
と
見
れ
ば
文
暗
く
成
て
。
膝
々

と
し
て
い
ひ
し
ら
ず
。
心
も
た
と
/
¥
し
く
。
山
川
草
木
の
気
色
。
鳥
の
こ
ゑ
な
ど
に
う
ち
し
ほ
れ
た
る
ゃ
う
の
時
あ
り
。
さ
や
う
の
時
節
は
あ

ら
ぬ
う
れ
へ
も
そ
ひ
て
。
物
い
ま
ノ
¥
し
き
心
あ
る
也
。
こ
の
十
七
首
の
歌
。
み
な
心
た
ど
/
¥
し
く
理
り
み
え
ず
。
お
も
ひ
と
く
も
と
か
れ
ず
。

，
 

た
ま
/
¥
聞
ゆ
る
や
う
な
る
も
調
と
を
ら
ず
。
む
す
ぽ
る
〉
や
う
に
あ
る
を
。
雨
中
吟
J

心
に
た
と
へ
て
。
雨
中
吟
と
い
へ
る
也
。
か
な
ら
ず
雨

中
を
あ
し
き
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
さ
び
し
く
も
の
あ
は
れ
な
る
心
も
あ
り
。
又
お
も
し
ろ
き
心
も
雨
に
は
あ
る
も
の
也
。
又
悲
し
き
さ
ま
を
よ

，

，

，

¥

 

み
て
。
そ
れ
が
感
に
も
な
る
事
あ
り
。
詩
に
も
虚
山
雨
夜
草
庵
中
な
ど
(
云
)
も
心
あ
る
さ
ま
也
。
文
俊
成
卿
ノ
歌
に
む
か
し
お
も
ふ
草
の
い
ほ

¥
 

り
の
夜
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
郭
公
定
家
卿
の
時
に
春
雨
に
木
の
葉
み
だ
れ
し
む
ら
時
雨
そ
れ
も
ま
ぎ
る
〉
か
た
は
あ
り
け
り
。
こ
れ
も
春
の

雨
の
さ
び
し
さ
い
た
り
た
る
が
感
と
な
れ
る
也
。
た
g
雨
の
降
さ
ま
に
て
。
あ
は
れ
に
も
お
も
し
ろ
く
も
。
又
心
神
く
も
り
は
て
〉
。
心
ぐ
る
し

く
い
ま
は
し
き
ゃ
う
の
こ
と
も
あ
り
。
風
鉢
の
あ
し
き
歌
を
。
課
雨
の
中
咋
(
の
)
心
に
た
と
へ
た
る
者
也
。
後
生
の
人
は
皆
詞
を
め
づ
ら
し
く

心
を
ふ
か
く
と
案
ず
る
所
正
路
に
は
な
く
し
て
。
首
尾
せ
ぬ
所
あ
る
べ
き
を
。
い
ま
し
め
ん
の
を
し
へ
也
。
返
々
専
は
風
鉢
の
あ
し
き
を
嫌
こ
と

也
。
か
ず
を
十
七
首
に
さ
だ
め
ら
る
〉
事
は
。
太
子
の
御
憲
法
を
か
た
と
る
儀
に
や
。

¥

'

'

'

'

'

E

 

E
南
中
時
は
未
来
記
の
中
に
て
は
。
風
鉢
を
い
ふ
事
也
濫
旗
花
時
虚
山
雨
夜
草
庵
中
と
云
詩
も
。
白
楽
天
が
虚
山
=
纏
て
作
詩
也
。
恩
の
中

=
ハ
其
心
に
成
ト
い
ふ
事
也
崇
尊
親
王
の
御
歌
も
風
鉢
悪
し
く
可
レ
成
と
為
家
卿
被
レ
申
た
れ
ば
。
如
ν
案
其
分
に
成
タ
ル
ト
也
。
た
ば
い

か
に
も
風
鉢
を
能
々
可
ν
恩
事
也
戸
。

【
校
異
】
⑤
し
ほ
れ
た
る
し
れ
た
る
(
文
閲
)
@
事
あ
り
l
事
也
(
瓦
閲
)

中
の
(
文
閲
)
⑬
濫
勘
l
蘭
省
〔
文
閲
}
⑮
崇
尊
|
宗
尊
(
文
閲
)
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⑨
な
ど
(
一
耳
)
も
な
と
一
宇
も
(
瓦
閲
)

⑫
中
止
(
の
)

¥
 

ー
ま
た
れ
行
光
に
遅
き
月
よ
り
も
雨
に
聞
ゆ
る
を
ぎ
の
を
と
哉

¥
 待
る
与
月
の
た
め
よ
り
も
。
雨
に
荻
の
音
の
聞
ゆ
る
が
悲
し
き
ト
の
心
か
。

た
と
へ
ば
さ
こ
そ
は
べ
ら
め
ど
。
憶
に
不
ν
開
。
荻
の
歌
は
只



，
 

い
く
度
も
。
風
を
こ
そ
よ
ま
う
ず
事
な
れ
。
其
を
不
ν
珍
と
て
。
雨
に
て
よ
む
事
邪
路
也
。
末
世
の
人
の
心
を
誠
の
た
め
い
ふ
事
也
。
下
句

一
段
又
愁
は
し
き
姿
也
定
家
卿
の
近
代
の
秀
耳
ノ
詞
に
。
後
学
の
人
の
歌
は
。
安
か
る
べ
き
を
。
ち
が
へ
は
な
れ
た
る
事
を
。
つ

y
け
う
ず

る
故
に
。
膏
の
さ
ま
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事
を
記
を
き
給
也
。
此
荻
ノ
雨
た
y
其
心
な
り
。

【
校
具
】
①
光
に
l
光
も
(
文
閣
・
大
観
)
②
只
い
く
度
も
|
い
く
度
も
(
文
閲
)

(
瓦
閣
)

③
よ
ま
う
ず
よ
ま
う
す
る
(
文
閲
)

③
其
を
|
其
儀

¥
 

2
打
し
め
り
薄
の
う
れ
葉
お
も
り
つ
〉
西
ふ
く
風
に
な
び
く
村
雨

是
も
愁
の
鉢
也
。
先
¥
す
〉
き
の
う
れ
葉
不
ν
宜
。
大
方
一
村
薄
な
ど
。
む
ら
雨
の
露
か
h

り
た
る
や
う
な
ど
は
。
其
興
も
あ
る
や
う
に
は

イ

べ
ら
ん
を
。
し
め
り
は
て
〉
お
れ
臥
た
る
や
う
な
る
比
。
荒
々
と
に
し
J

風
の
吹
た
ら
ん
は
。
物
う
ら
め
し
。
愁
佑
た
る
や
う
に
こ
そ
侍
る

ベ
け
れ
。
此
歌
を
風
雅
集
に
被
ν
入
た
る
也
。
二
条
家
な
ど
に
は
。
風
雅
玉
葉
な
ど
は
。
手
に
も
取
ま
じ
き
事
と
也
。
未
来
記
の
中
の
専
を

入
ら
る
〉
事
以
外
也
。
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¥
 

3

夢
く
ら
き
し
ら
ぬ
と
山
の
鹿
の
声
さ
む
る
枕
の
雨
に
た
ぐ
ひ
て

¥
 

此
膏
は
。
夢
に
だ
に
さ
だ
か
な
ら
ぬ
心
ち
す
る
に
。
い
づ
く
と
も
な
き
鹿
の
声
聞
ゆ
る
と
也
。
誠
に
哀
に
も
あ
る
べ
き
事
を
。
五
文
字
の

¥
 

夢
く
ら
き
し
ら
ぬ
と
山
と
つ

y
き
た
る
以
外
悪
事
也
夢
く
ら
き
と
云
詞
更
に
其
理
な
し
。
覚
る
枕
と
云
詞
も
。
何
が
さ
む
る
ぞ
な
と
聞
ゆ

る
や
う
也
一
首
を
打
吟
じ
て
み
る
に
。
風
鉢
の
あ
し
き
を
能
々
し
る
べ
き
也
。
仕
立
に
よ
り
て
。
正
風
に
も
又
異
風
に
も
可
レ
成
事
也
。
歌

に
か
ぎ
ら
ず
。
人
も
様
々
あ
る
も
の
也
。
風
鉢
あ
し
き
人
は
。
よ
ろ
し
き
心
を
も
持
失
物
也
。
倍
々
可
-
一
思
慮
一
也
。

【
校
異
】
②
さ
だ
か
「
だ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)
②
声
聞
ゆ
る
|
声
の
聞
ゆ
る
(
瓦
閲
}
③
枕
と
|
枕
の
(
瓦
閲
}

成
事
也
。
歌
に
か
ぎ
ら
ず
。
人
も
様
々
あ
る
も
の
也
|
ナ
シ
(
文
閲
)

@
異
風
に
も
可
ν

4
¥秋
w
u
ゆ
く
雨
は
し
づ
く
に
降
悶
州
問
有
の
し
り
け
る
夕
暮
の
空

雨
は
雫
に
ふ
り
し
め
て
は
。
涙
と
も
不
ν
開
。
句
つ
£
き
事
外
聞
に
く
き
也
。
袖
の
し
り
け
る
と
云
詞
も
。

い
ひ
ゃ
う
の
悪
に
よ
り
て
。



以
外
聞
に
く
〉
成
也
。

一
首
を
吟
ず
れ
ば
物
わ
び
し
き
鉢
也
。

¥
 

5

い
く
里
の
雲
に
心
の
か
よ
ふ
ら
ん
う
か
ぶ
と
か
こ
つ
月
は
雨
に
て

¥

¥

¥

 

先
い
く
さ
と
の
雲
に
心
の
と
い
へ
る
。
似
(
ツ
)
か
ず
聞
え
た
る
也
。
う
か
ぶ
と
か
こ
つ
雲
に
て
こ
そ
あ
る
ら
う
也
。
月
は
雨
に
て
と

タ

留
る
。
ふ
つ
ぎ
り
な
る
也
。
惣
別
の
作
意
難
二
分
別
一
物
む
つ
か
し
き
風
情
也
。

【
校
具
】
②
似
(
ツ
)
か
ず
似
つ
か
す
(
文
閣
)

内

6
¥暮
の
秋
は
し
に
し
た
2
る
夜
の
雨
草
の
い
ほ
り
の
中
な
ら
ね
ど
も

¥

¥

¥

矛

先
暮
の
秋
、
ど
い
ふ
調
。
つ
ま
り
た
る
五
文
字
也
。
階
に
し
た
y
る
は
雨
滴
三
空
海
一
と
云
詩
の
心
也
。

一
一
ノ
句
つ
f
き
不
ν
宜
。
下
の
句
又
さ
ら
/
¥
其
感
な
き
也
。

【
頭
註
】
朗
詠
也
。

【
枝
具
】
②
空
海
|
空
階
(
文
閣
)

つ
き
も
な
う
取
出
し
た
る
也
。
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¥
 

7

を
や
み
せ
ず
雨
夜
の
空
に
鳴
涙
も
り
ぬ
し
ほ
り
ぬ
せ
く
方
も
な
し

此
(
寄
)
詞
づ
か
ひ
し
ほ
り
過
て
。
感
も
な
く
こ
そ
は
ベ
れ
。
下
の
句
殊
さ
ら
以
外
に
や
。
能
々
吟
味
す
へ
し
。

【
傍
註
】
モ
リ
ヌ
。
シ
ホ
リ
ヌ
也
。

【
校
異
】
②
此
(
寄
〕

l
此
歌
(
瓦
閲
}

¥
 

8

昼
も
な
く
雲
聞
も
み
え
ぬ
夜
の
雨
に
猶
ま
た
る
〉
は
山
の
は
の
月

此
歌
無
心
初
着
の
高
也
。
又
風
鉢
愁
也
。
此
寄
ま
で
八
首
雨
を
詠
す
る
。
心
は
雨
中
吟
の
名
を
か
た
ど
る
儀
也
。
此
末
の
圃
な
ら
ぬ
寄
も
。

，

，

 

心
詞
た
ば
し
か
ら
で
。
物
の
よ
し
も
聞
え
ぬ
は
雨
中
吟
の
様
也
。
呉
々
雨
中
の
た
と
へ
を
能
々
可
ν
知
也
。
此
末
よ
り
九
首
み
な
其
理
不
ν

，
 

開
。
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
寄
共
也
。
其
を
雨
中
の
た
と
へ
と
可
二
一
覚
悟
一
也
。



【
校
具
】
①
月
|
月
(
底
本
)
・
空
(
大
観
}

②
無
心
初
着
I
無
心
所
着
{
瓦
閣
)

¥
 

9

つ
れ
/
¥
と
山
路
露
け
き
秋
風
に
日
影
ひ
と
つ
に
か
よ
ふ
は
る
哉

，
 

是
よ
り
又
理
の
聞
え
ぬ
耳
也
。
二
三
句
は
冷
し
き
様
也
。
惣
而
は
春
に
秋
を
呼
い
だ
し
。
秋
に
春
を
お
も
ひ
て
よ
め
る
事
は
常
の
事
也
。

¥
 

さ
せ
る
感
も
な
う
て
よ
ま
ん
事
は
無
ν
曲
事
也
。
こ
の
歌
露
け
き
山
路
に
秋
か
ぜ
吹
た
ら
ん
は
。
さ
む
さ
の
至
り
た
る
事
也
又
さ
あ
り
と

¥
 

お
も
へ
ば
。
日
影
は
ぬ
る
/
¥
と
し
た
る
や
う
也
。
何
と
も
不
ν
聞
也
。

【
校
具
】
②
秋
に
春
を
|
秋
を
春
を
(
文
閣
)
③
さ
あ
り
と
ー
さ
あ
る
と
(
文
閲
)

m¥そ
同
事
ぬ
奈
良
の
木
の
療
に
風
吹
て
星
出
る
空
の
う
す
雲
の
か
げ

先
玉
文
字
以
外
悪
し
な
ら
の
木
の
葉
。
木
の
字
不
レ
入
事
を
入
た
る
。
お
も
し
ろ
が
ら
せ
ん
と
の
心
か
。

て
み
る
に
。
風
鉢
こ
と
の
ほ
か
に
や
。
一
首
/
¥
を
勘
弁
す
べ
き
も
の
な
り
。

一
向
不
二
事
行
一
。
吟
じ
っ
ば
け

¥
 
u
た
へ
て
こ
そ
山
の
深
き
は
な
が
め
つ
れ
秋
に
陀
ぬ
る
長
き
夜
の
霜

¥
 

上
の
句
。
末
に
い
か
な
る
事
か
あ
ら
ん
と
お
も
へ
ば
な
が
き
よ
の
霜
に
。
お
も
ひ
わ
び
た
る
様
。
さ
し
て
其
詮
も
な
し
。
一
首
を
い
ひ
つ

1
く
れ
ば
。
其
興
も
あ
は
れ
も
な
し
。
い
か
に
も
山
深
く
ゐ
て
。
愁
ひ
し
ほ
た
れ
?
。
か
な
し
み
甲
斐
な
国
U
の
や
う
雨
中
吟
也
。
た

y
歌
の
は
れ
《
¥
し
か
ら
ぬ
を
嫌
也
。

【
校
異
】
②
其
詮
も
な

L
l其
詮
な
し
(
文
閲
)
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@
L
ほ
た
れ
|
し
ほ
れ
(
文
閲
)

④
か
ら
ぬ
を
嫌
也
ー
か
ら
ぬ
嫌
也
(
瓦
閲
)

¥
 

ロ
嶺
の
雲
麓
の
霧
に
色
暮
て
空
も
心
も
秋
の
松
か
ぜ

¥
 

是
も
皆
雨
中
吟
の
様
也
。
色
暮
て
不
ν
可
二
然
一
也
秋
の
松
風
も
不
レ
宜
こ
そ
。
悲
し
き
ゃ
う
を
ば
い
へ
ど
。
心
は
さ
ら
に
あ
は
れ
な
ら
ず
。¥
 

惣
じ
て
。
此
匡
い
へ
る
詞
に
。
一
ふ
し
あ
ら
せ
ん
と
云
出
て
。
又
心
に
輿
あ
ら
ん
と
す
る
所
。
相
構
て
か
や
う
に
不
ν
可
=
詠
一
也
。
色

I

l

¥

¥

 

暮
て
当
時
は
や
る
詞
也
。
悪
詞
也
秋
の
松
風
春
の
松
風
な
ど
悪
也
。



【
校
具
】
①
暮
て
|
そ
へ
て
(
文
閣
)
・
暮
れ
て
(
大
観
)

¥
 
m
秋
な
ら
ず
物
を
恩
は
ぬ
空
ま
で
も
契
り
よ
し
な
き
夕
暮
の
鐘

¥

¥

¥

¥

1

1

1

1

1

a

 

あ
き
に
も
な
ら
ず
。
物
お
も
ふ
に
も
あ
ら
ず
し
て
は
。
な
に
事
か
悲
し
か
ら
ん
。
又
何
の
ち
ぎ
り
と
も
し
ら
ず
こ
そ
は
ベ
れ
。
す
差

ル

の
鐘
も
。
哀
な
る
物
な
れ
ど
。
調
ひ
と
つ
に
取
こ
み
て
。
不
二
面
白
一
幹
1

尤
も
い
ま
は
し
き
様
也
。

¥

ネ

リ
比
と
は
ぬ
う
し
忘
れ
ぬ
悲
し
鐘
の
音
に
た
の
め
も
馴
ぬ
明
方
の
声

¥

来

上
の
句
の
詞
づ
か
ひ
物
の
か
た
そ
ば
の
様
に
聞
ゆ
る
が
悪
也
。
鐘
の
音
い
ひ
な
ら
は
(
さ
)
ず
こ
そ
。
以
外
之
風
鉢
也
。

【
頭
註
】
音
ト
一
古
宇
力
シ
マ
シ
キ
z

依
テ
。
不
ν
好
詞
也
。

ネ

ネ

【
枝
具
】
①
音
1
l
音
(
文
閣
)
①
声
声
(
瓦
閣
)
・
夢
(
大
観
)

②
な
ら
は
(
さ
)
ず
な
ら
は
さ
す
(
文
閣
)

¥
 

同
忘
れ
ぬ
ら
ん
う
ら
め
し
と
恩
ひ
お
も
ふ
と
も
待
ベ
き
に
あ
ら
ず
と
は
ん
と
も
い
は
じ

，
 

此
膏
句
、
」
と
に
。
文
字
を
あ
ま
す
。
事
の
詮
な
く
や
。
下
句
無
下
の
た
y
詞
也
。
此
専
を
愚
見
抄
と
云
物
に
定
家
卿
の
自
讃
の
歌
と
云
説

在
ν
之
。
何
事
に
自
讃
の
専
を
。
此
雨
中
吟
園
来
記
に
可
レ
被
一
載
一
哉
悪
説
也
。
つ
よ
く
手
聞
を
入
た
る
物
六
ケ
敷
固
た
な
り
。

【
校
具
】
①
お
も
ふ
と
も
l
お
も
ふ
と
て
も
(
文
聞
大
観
)
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長
盟
国
ば
ま
だ
う
た
ら
の
袖
な
が
ら
枕
も
し
ろ
き
軒
の
隙
〈

闇
凶
事
を
よ
め
り
と
も
固
え
ず
。
つ
ダ
き
は
恋
の
寄
な

E
み
れ
ば
又
さ
も
な
き
也
、
袖
な
が
ら
と
云
て
其
〔
末
)
理
み
え
国
主
文
字
文

わ
ざ
と
が
ま
し
く
や
。
惣
の
理
も
た
し
か
な
ら
ず
。
是
又
雨
申
吟
の
心
な
り
。

【
校
異
】
②
其
(
末
〕
其
末
(
瓦
閲
}

¥
 

げ
わ
け
も
せ
じ
尋
ね
も
ゆ
か
じ
今
夜
な
ど
生
田
の
を
の
与
木
枯
の
風



曹

向

島

V

こ
れ
河
川
昨
日
だ
に
と
は
ん
と
お
も
ひ
J
悼
の
園
の
い
く
回
の
社
阿
京
は
き
に
け
り
。
此
膏
を
取
る
分
沌
せ
じ
の
寄
一
二
句
ま
づ
不
ν
思
い

心
は
い
く
回
の
森
と
い
へ
ば
不
ν
珍
と
て
い
く
田
町
小
野
ト
悪
し
。
後
学
の
輩
の
心
を
い
へ
る
也
。
又
木
枯
の
風
。
制
の
詞
也
。

-
B蘭

秋
風
に
又
こ
そ
と
は
め
津
の
固
の
い
く
回
の
杜
の
春
の
明
ぽ
の
。
惣
別
聞
と
云
調
。
か
や
弘
春
秋
の
聞
な
ど
此
等
が
初
と
也
。
い
ま
あ
間

同
凶
詠
之
也
定
家
卿
時
代
に
も
。
雨
中
吟
未
来
記
の
類
あ
り
。
為
ニ
其
後
学
一
に
。
未
来
を
か
ば
み
て
。
定
家
卿
此
事
を
被
ν
勘
置
一
た
る
事

也。

【
校
異
】
②
だ
に
「
だ
」
の
濁
点
は
墨
書
(
底
本
)
③
E
富
ナ
シ
(
文
閲
)

O
こ
の
接
、
新
編
園
歌
大
観
本
所
収
の
雨
中
時
本
文
に
は
「
此

風
体
を
さ
か
り
に
こ
の
み
よ
ま
む
時
、
歌
の
道
、
は
や
す
た
る
べ
き
世
い
た
れ
り
と
な
ん
し
る
べ
し
、
努
努
ま
な
ぷ
べ
か
ら
ざ
る
体
也
、
こ
の
こ

う
も
か
ゃ
う
の
す
が
た
、
お
の
づ
か
ら
み
え
侍
り
か
し
、
仰
、
桂
学
の
た
め
に
記
し
と
む
る
所
な
り
」
と
い
う
政
文
が
見
ら
れ
る
師
、
底
本
・
文

閣
本
な
ど
公
条
聞
書
の
諸
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
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(
識
語
)

右
此
三
部
者
称
名
院
殿
御
講
尺

聞
留
分
記
之
者
也
H

河
川
叫
野
村
守
傷

永
禄
三
年
四
月
下
旬
書
之

茎
誕
量
高
量
産

M
e
t
桑
円
程
梗


